
 
 

大和町吉田地区で，令和５年５月２日に

設立された（株）大輪は，水稲 24 ㌶，ダ

イズ７㏊のほかネギやピーマン，サツマイ

モなどを栽培している。 

法人設立のきっかけは，高齢化が進む地

域で基盤整備事業の話が持ち上がり，農地

を集積する担い手となるためだ。 

代表を務める堀籠昭幸さんは「地域の農

地が荒廃していく光景を見たくなかった」

と当時を振り返る。 

担い手となったことで，地域住民との会

話や交流の機会が増えた。「サラリーマン

をしていた時よりも身近に話が出来るこ

とが嬉しい」と堀籠さんは語る。 

現在，法人が集積した農地は，未整備圃

場が多く，作業効率が悪い。山間地域のた

めイノシシなどの獣害も悩みの種だが，地

域で協力し課題解決に取り組んでいる。 

今後の展望について堀籠さんは「ネギや

ピーマンなどの作付けを増やし，通年出荷

で切れ目のない経営を目指したい」と語る。 
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